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1論文要旨
東アジア文化研究科・ 2018 年度・汉语国际教育视域下的文化传播・刘继红
摘要
随着全球化形势的发展，构建多元文化的文化格局已成为人类共同关注的课题，文化传
播对每一个国家和民族都具有重要意义。
本研究主要借鉴拉斯韦尔（Harold Lasswell）提出的传播过程中的“5W”模式，对汉
语国际教育视域下的文化传播问题进行探讨，通过相关概念的界定、研究综述、分项研究和
讨论等几个步骤形成整合性研究。全文共有六个部分：
第一部分为绪论。
文章从研究背景入手，说明文化传播在当今时代的意义，汉语国际教育与文化传播的关
系，对汉语国际教育中的“文化”“文化传播”等概念及相关研究进行了梳理。
第二部分为文化传播主体研究。
文章从汉语教师在文化传播中的角色入手，对教师的跨文化意识、文化传播能力培养问
题进行了讨论，着重分析了文化教学资源的选择和利用问题。
第三部分为文化传播内容研究。
文章从交际中的文化、第二语言教材中的文化、课程设置中的文化三个角度进行讨论。
人类的交际分为语言交际和非语言交际。语言交际方面，主要从汉语语音与文化、汉语
词汇与文化两个方面论述文化传播的重点；非语言交际方面，主要从第二语言教学角度讨论
非语言行为和非语言手段的含义和功能。第二语言教材是课堂教学的主要内容，也是学习者
了解中国文化的窗口，文章首先梳理了当前汉语文化教材的编写情况，然后针对教材编写中
存在的问题提出改进建议。文化类课程设置情况直接反映了传播主体对传播内容的思考，文
章考察了国内外部分大学的文化类课程情况，对课程设置中存在的问题进行了分析。
第四部分为文化传播渠道研究。
文章分设两章，从课堂教学和语言实践活动两个方面进行探讨。课堂教学中的文化传播
包括语言课中的文化教学和专门的文化课教学两种形式，文章首先结合针对留学生开设的中
国文学课和中国影视课教学实践，分析专门的文化课的特点和教学方法，然后着重讨论了深
层文化的传播策略问题。语言实践活动是课堂教学的延伸，是以提高学习者跨文化交际能力、
加深对目的语国家社会文化的了解为目标的课外学习，文章采用问卷调查和访谈相结合的方
法对两次语言实践活动进行个案分析，了解学习者对活动的总体评价，并针对活动中存在的
2问题提出改进建议。
第五部分为文化传播对象研究。
文化传播得以成功的前提是了解传播对象的特点和需求，在此基础上确定文化传播的内
容与方法。文章将马来西亚留学生作为文化传播对象进行研究，采用问卷调查和访谈相结合
的方法考察他们在目的语环境中的学习情况、跨文化适应情况及对中国文化学习的态度和需
求，在此基础上尝试建立针对马来西亚留学生群体的文化传播模式。
第六部分为文化传播效果研究。
汉语学习者对中国文化的认知与态度，是衡量文化传播效果的重要因素，也是检验汉语
作为第二语言教学质量的重要指标。文章采用问卷调查与访谈相结合的方法考察了马来西亚
留学生对中国文化的认知与态度，依据调查结果提出改进文化传播效果的建议。
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3中国語国際教育の視点からの文化伝播
要旨
グローバル化の浸透に伴い、多文化共生の文化構造の構築がますます注目を集めてい
る。こと外国語教育に関しては、文化の伝達をいかに行われるかが、重要性を増してきた。
本研究は、ハロルド・ラスウェルの 5W モード理論を援用して、外国語としての中国語
教育における文化伝達の在り方について検討したい。まずは、文化・文化伝達という用語
の再定義を行い、先行研究を整理する。そして、文化伝達の要素を 5W モードに従って項
目別に検討し、議論する。こうして、外国語としての中国語教育における文化伝達に関す
る包括的な研究を試みる。
論文は 7 章から構成されており、各章の概要は次のとおりである。
第 1 章は序論である。
先行研究を踏まえて、時代の要請に応えた文化伝達の必要性・重要性や、外国語とし
ての中国語教育と文化伝達の関連性を再確認しながら、文化とは何か、文化伝達とは何か
を再定義する。
第 2 章は、文化伝達の主体について議論する。
中国語教育において文化伝達の主体となるのは教師であることは言うまでもない。た
だ、この主体となる教師は、文化伝達を遂行するために必要とする異文化コミュニケーシ
ョンに対する認識や文化伝達力をいかにして自己養成し、更にそのレベルアップを図るの
か、研究の余地がある。本論文は教材の選別および活用法を提示することを通してその養
成法を検討する。
第 3 章は、文化伝達の内容について議論する。本章は、コミュニケーションにおける
文化、教材における文化、カリキュラムにおける文化関連科目の割合という三つの側面か
ら考察する。
中国語によるコミュニケーションも言語的と非言語的の両方に分けられる。言語的コ
ミュニケーションに関しては、音声に仕組まれた文化要素と語彙に組み込まれた文化要素
とがある。また、学習過程において非言語的なものも大きく働いている。学習者にこれら
のものへの気づきを促すのが大切である。もちろん、もっとも学習者の身近にあり、文化
要素が集約されているのは教科書である。その教科書はどうなっているのか、本章は、文
化伝達の視点から留学生向けの中国語教科書の種類および内容を調査分析し、その問題点
を指摘する。一方、何をどうやって伝達するのか、カリキュラムからも伝達主体を担う教
4師の理念が垣間見える。カリキュラムについて、本章は国内に止まらず、海外の大学のカ
リキュラムに組み込まれている文化関係の科目も調べ、その改良策を求めようとする。
第 4 章と 5章は文化伝達のルートについて議論する。それぞれ教室内と教室外の教育
活動における文化伝達の可能性について検討する。
教室内の文化伝達は、言語教育科目に文化要素を織り込むというルートと、文化伝達
を主眼とする専門科目を設けるという二つのルートがある。ここでは「中国文学」と「中
国映像資料鑑賞」という二つの専門科目を実践例として、文化専門科目の特徴を解明し、
それに適した教授法や文化伝達の方法を提示する。教室外の文化体験活動は、教室内教育
の延長線上にあり、異文化コミュニケーション能力の向上や目的言語社会への文化理解を
促すことを目的とするものである。第 5章は、アンケート調査ならびにインタビュー調査
を通して、教室外体験活動に参加した学習者に対するケーススタディーを行い、学習者の
感想とコメントから教室外体験活動の問題点を分析し、改善策を求める。
第 6 章は文化伝達の対象について議論する。
学習者の背景や要望を把握し、適切な方法を通してその要望に応じた教育内容を提供
することが、効果的な文化伝達が成り立つための前提である。本章は、マレーシア出身の
中国語学習者を対象に、アンケート調査ならびにインタビュー調査を行い、目標言語使用
環境に置かれた彼等の中国語学習や異文化適応事情、中国文化に対する関心や学習意欲な
どを解明し、マレーシア留学生向けの文化伝達のモデル構築を目指す。
第 7 章は文化伝達の効果について議論する。
中国の文化に対する中国語学習者の関心と理解は、文化伝達の効果を調べるための重
要な目安でもあり、外国語としての中国語教育の教育効果を検証するための物差しでもあ
る。本論文は、マレーシア出身の中国語学習者を対象に、アンケート調査ならびにインタ
ビュー調査を行い、中国文化に対する関心と理解を調べ、その結果を分析し、文化伝達の
効果向上のヒントとなるものを指摘する。
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CFL: Chinese as a foreign language。
